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◇

特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読
７

―
青
来
有
一
『
爆
心
』

青
来
有
一
『
爆
心
』
の
読
ま
れ
方

楠

田

剛

士

一
．
書
誌
に
つ
い
て

『
爆
心
』
は
ま
ず
各
編
が
「
文
學
界
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
は
順
に
、「
釘
」

（
二
〇
〇
五
・
二
）
、「
石
」（
二
〇
〇
五
・
七
）
、「
虫
」（
二
〇
〇
五
・
八
）
、「
蜜
」

（
二
〇
〇
六
・
一
）
、
「
貝
」
（
二
〇
〇
六
・
三
）
、
「
鳥
」
（
二
〇
〇
六
・
七
）
と

な
っ
て
い
る
。
初
刊
は
『
爆
心
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
・
一
一
）
で
、
六

篇
が
初
出
の
順
番
通
り
に
収
録
さ
れ
た
。
本
作
で
伊
藤
整
文
学
賞
と
谷
崎
潤

一
郎
賞
を
受
賞
す
る
。
二
〇
一
〇
年
に
文
庫
化
し
た
（
『
爆
心
』
文
春
文
庫
、

二
〇
一
〇
・
九
）
。

二
〇
〇
九
年
六
月
一
三
日
、
日
本
放
送
協
会
長
崎
放
送
局
が
制
作
し
た
Ｆ

Ｍ
シ
ア
タ
ー
「
鳥
」
が
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
。
本
作
は
青
来
が
脚
本
を
手
掛

け
て
お
り
、
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
（
ラ
ジ
オ
部
門
）
を
受
賞
し
た
。
シ
ナ

リ
オ
は
日
本
脚
本
家
連
盟
編
著
『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
代
表
作
選
集
二
〇
一
〇
年

版
』（
日
本
脚
本
家
連
盟
、
二
〇
一
〇
・
一
〇
）
に
収
録
さ
れ
た
。

二
〇
一
一
年
、「
鳥
」
が
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学

ヒ
ロ
シ
マ
・

19

ナ
ガ
サ
キ
』
（
集
英
社
、
二
〇
一
一
・
六
）
に
収
録
さ
れ
た
。
同
年
、
大
活
字

本
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
上
下
巻
で
『
爆
心
』
（
埼
玉
福
祉
会
、
二
〇
一
一
・
一

二
）
も
出
版
さ
れ
た
。

二
〇
一
三
年
に
映
画
『
爆
心

長
崎
の
空
』
（
二
〇
一
三
）
が
公
開
。
監

督
は
日
向
寺
太
郎
、
脚
本
は
原
田
裕
文
が
担
当
し
、
北
乃
き
い
・
稲
森
い
ず

み
ら
が
出
演
し
た
。
二
〇
一
五
年
に
英
訳
版
が
出
版
さ
れ
た
（G
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R
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）
。
各
編
の
タ
イ
ト
ル
は
「N

ails

」「Stone

」「Insects

」「H
oney

」

「Shells

」
「B

irds

」
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
二
〇
一
九
年
、
「
虫
」
が
、
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
編
『
ペ
ン
ギ
ン
・

ブ
ッ
ク
ス
が
選
ん
だ
日
本
の
名
短
篇

』
（
新
潮
社
、
二
〇
一
九
・
二
）
に
再

29

録
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
述
の
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学

ヒ
ロ
シ
マ
・

19

ナ
ガ
サ
キ
』
の
文
庫
版
で
あ
る
『
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学

ヒ
ロ
シ

1

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』
（
集
英
社
文
庫
、
二
〇
一
九
・
七
）
も
出
版
さ
れ
、
同
じ
く

「
鳥
」
が
再
録
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
在
ま
で
『
爆
心
』
は
青
来
の
代
表

作
と
し
て
発
表
媒
体
を
広
げ
て
い
る
。
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二
．
先
行
評
に
つ
い
て

執
筆
背
景
に
つ
い
て
は
作
者
青
来
有
一
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
詳
し
く
述
べ

て
い
る
（
青
来
有
一
、
聞
き
手
＝
「
本
の
話
」
編
集
部
「
被
爆
後
六
十
年
の
原
爆

文
学
」
「
本
の
話
」
二
〇
〇
七
・
二
）
。
例
え
ば
「
釘
」
に
つ
い
て
は
、
「
福
祉

に
関
係
す
る
仕
事
を
し
て
き
た
中
で
、
実
際
に
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
場
面

や
話
が
発
想
の
も
と
」
で
あ
り
、
「
加
害
者
の
父
親
の
内
面
」
を
書
こ
う
と

し
た
と
い
う
。
「
石
」
に
つ
い
て
は
、
「
知
的
障
害
の
方
々
と
は
実
際
に
接
し

た
り
、
話
を
し
た
り
し
た
経
験
は
あ
っ
た
が
」
「
現
実
の
知
的
障
害
者
の
内

面
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
知
的
障
害
が
あ
る
と
仮
定
し

た
ひ
と
り
の
人
物
の
内
面
を
創
り
だ
」
す
こ
と
を
意
識
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
虫
」
に
つ
い
て
は
、
「
作
品
の
全
体
の
構
成
ま
で
含
め
て
、
「
創
る
ぞ
」
と

意
識
し
た
作
品
」
で
あ
る
こ
と
と
、
ウ
マ
オ
イ
が
子
供
の
頃
の
虫
取
り
の
記

憶
に
繋
が
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
「
蜜
」
に
つ
い
て
は
、
「
「
虫
」
と
は

正
反
対
の
現
在
の
若
い
女
性
の
日
常
と
そ
の
意
識
を
描
い
て
み
た
」
か
っ
た

作
品
、
「
貝
」
に
つ
い
て
は
、
「
現
実
と
幻
想
の
境
界
を
あ
い
ま
い
に
し
て
、

そ
れ
が
ふ
っ
と
あ
き
ら
か
に
な
る
瞬
間
の
ド
ラ
マ
」
だ
と
し
て
い
る
。「
鳥
」

に
つ
い
て
は
、
「
五
篇
で
や
っ
て
き
た
こ
と
の
蓄
積
が
生
き
」
「
自
分
で
も
六

作
の
中
で
最
も
心
地
よ
く
作
品
を
書
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語

っ
て
い
る
。
今
後
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
と
「
被
爆
か
ら
六
十
年

以
上
過
ぎ
た
土
地
で
日
常
の
生
活
を
生
き
る
人
々
の
内
面
に
、
風
化
し
て
い

く
記
憶
が
再
び
よ
み
が
え
る
瞬
間
を
物
語
に
し
て
作
品
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
、
「
新
し
い
原
爆
文
学
を
書
く
意
識
で
作
品
を
書
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
て
い
る
が
、
『
爆
心
』
も
ま
た
、
様
々
な
語
り

手
を
通
じ
て
爆
心
地
の
日
常
生
活
を
描
く
「
新
し
い
原
爆
文
学
」
の
試
み
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

先
行
評
で
最
も
早
い
も
の
は
、
黒
井
千
次
・
稲
葉
真
弓
・
佐
川
光
晴
「
創

作
合
評
」（「
群
像
」
二
〇
〇
五
・
九
）
に
よ
る
初
出
「
虫
」
の
合
評
で
あ
る
。

話
題
は
主
に
二
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
物
語
の
構
成
で
あ
る
。
佐
川
は
老
女
と

い
う
語
り
手
や
佐
々
木
の
設
定
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
が
、
稲
葉
や
黒
井
は
、

原
爆
が
個
人
の
心
や
生
き
方
に
も
た
ら
し
た
も
の
を
描
い
て
お
り
、
短
篇
な

が
ら
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
評
価
す
る
。
二
つ
目
は
信
仰
の
問
題
で
あ
る
。
黒

井
は
「
神
と
人
間
と
の
関
係
と
い
う
の
は
、
う
ま
く
解
け
な
い
」
た
め
、「
神

と
人
と
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
虫
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」
と
虫
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
稲
葉
も
「
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
」
が
原
爆
に
よ
っ
て
「
虫
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
「
人
間
の
心
の
不
可
解
な
よ
る
べ
な
さ
を
書
き
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
佐
川
は
「
語
り
手
で
あ
る
「
わ
た
し
」
の
持
っ
て

い
た
虫
の
イ
メ
ー
ジ
」
は
「
佐
々
木
が
い
う
虫
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
す
よ
う
な

多
義
性
を
持
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
」「
一
匹
の
ウ
マ
オ
イ
に
収
斂
」

し
た
こ
と
に
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
総
じ
て
黒
井
と
稲
葉
が
好
意
的
で
、
佐

川
が
批
判
的
だ
が
、
佐
川
が
指
摘
す
る
虫
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
以
降
も
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
く
。

信
仰
の
問
題
は
「
虫
」
だ
け
で
は
な
く
、
六
篇
全
体
に
通
じ
る
。
単
行
本

化
さ
れ
た
際
、
勝
又
浩
の
書
評
（
「
「
爆
心
」
青
来
有
一

長
崎
原
爆
か
ら
の
今
」

「
文
学
界
」
二
〇
〇
七
・
二
）
で
は
、
六
篇
の
共
通
点
と
し
て
爆
心
地
周
辺

を
舞
台
に
人
々
と
原
爆
が
何
ら
か
の
形
で
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
と
、
信
仰
が

揺
ら
い
で
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
「
人
間
そ
れ
自
体
を
も
壊
し

て
し
ま
っ
た
原
爆
と
い
う
問
題
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
、「
病
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み
壊
れ
か
け
た
」
現
代
人
を
象
徴
す
る
物
語
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

合
評
で
黒
井
が
短
篇
「
虫
」
を
「
短
い
け
れ
ど
も
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
」
、

稲
葉
が
「
小
説
の
つ
く
り
と
し
て
は
全
然
破
綻
が
な
く
て
」
と
評
し
た
が
、

谷
崎
賞
で
は
『
爆
心
』
全
体
の
ま
と
ま
り
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。
井
上
ひ
さ

し
・
筒
井
康
隆
・
池
澤
夏
樹
・
川
上
弘
美
の
四
人
の
作
家
が
選
評
を
書
い
て

い
る
（
「
選
評
」
「
中
央
公
論
」
二
〇
〇
七
・
一
一
）
。
井
上
は
「
主
題
は
充
分

に
熟
成
さ
れ
、
思
い
が
け
な
い
形
を
と
っ
て
読
み
手
の
前
に
現
れ
る
」
と
し

て
、
「
石
」
を
例
に
「
語
り
の
一
行
一
行
が
意
外
な
驚
き
に
満
ち
て
い
て
、

し
か
も
滑
稽
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
哀
し
み
の
色
を
濃
く
滲
ま
せ
は
じ
め

る
」
、
「
信
仰
者
を
業
火
の
中
に
放
っ
て
お
い
た
神
へ
の
滑
稽
な
抗
議
…
…
こ

の
内
容
を
表
す
に
は
こ
の
文
体
に
よ
る
ほ
か
は
な
く
、
こ
の
文
体
な
ら
ば
こ

の
内
容
し
か
な
い
と
い
う
、
鮮
や
か
な
成
果
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
」
と
激
賞

す
る
。
川
上
も
、
「
『
爆
心
』
と
い
う
短
篇
集
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
そ
の

（
※
理
不
尽
な
出
来
事
や
悲
劇
的
な
出
来
事
が
ふ
り
か
か
ら
れ
た
）
「
人
」
た
ち

が
、
書
か
れ
て
い
る
文
章
で
説
明
さ
れ
る
よ
り
も
、
も
っ
と
ず
っ
と
多
く
の

こ
と
を
か
か
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
」
と
、
「
厚
み
の
あ
る
読
後
を
も
た
ら
す
」
短
篇
集
と
し
て
評
価

す
る
。
筒
井
は
「
た
だ
肩
ひ
じ
張
っ
た
だ
け
の
作
品
で
は
な
く
、
初
期
の
優

等
生
的
な
折
り
目
正
し
さ
か
ら
も
脱
し
て
、
こ
こ
に
は
ユ
ー
モ
ア
も
あ
れ
ば

フ
ァ
ン
タ
ジ
イ
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
の
訴
求
力
も
あ
る
。
全
体
が
文
句
な
し

の
出
来
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
作
品
で
も
あ
る
」
と
認
め

つ
つ
も
、
「
作
品
の
完
成
度
を
損
な
い
か
ね
ぬ
ほ
ど
の
新
し
い
文
学
性
の
不

在
」
を
感
じ
た
と
述
べ
て
い
る
。
池
澤
は
「
『
爆
心
』
は
優
れ
た
短
篇
集
」

で
、
「
中
で
も
「
石
」
と
「
蜜
」
、
「
貝
」
の
三
篇
は
特
に
優
れ
て
い
る
」
と

褒
め
、
「
長
崎
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
の
隅
に
、
あ
る
い
は
心
の
底
に
、
く

っ
き
り
と
残
っ
て
」
い
る
「
原
爆
の
跡
」
を
「
再
び
巧
妙
に
短
篇
に
転
写
す

る
」
作
者
に
感
心
す
る
。
し
か
し
「
読
後
に
残
っ
た
技
術
的
な
違
和
感
」
と

し
て
、
「
被
爆
や
神
の
所
在
（
※
略
）
に
つ
い
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
で
考

え
る
に
は
、
短
篇
と
い
う
器
は
小
さ
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述

べ
、
筒
井
同
様
「
こ
の
先
を
期
待
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

谷
崎
賞
受
賞
時
も
青
来
有
一
に
よ
る
自
作
解
説
が
あ
る
（
「
文
学
的
近
況

土
地
の
記
憶
を
生
き
る
」
「
中
央
公
論
」
二
〇
〇
七
・
一
一
）
。
初
刊
時
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
同
様
、
爆
心
地
の
「
人
々
の
内
面
に
も
、
個
人
の
記
憶
を
超
え

た
土
地
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
瞬
間
」
を
小
説
に
す
る
と
い
う
意
図

を
述
べ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
「
今
、
『
爆
心
』
を
読
み
返
し
て
み
れ
ば
、（
※

執
筆
）
当
時
、
出
会
っ
た
人
々
と
の
交
流
や
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
の
経
験
に
小

説
が
根
を
張
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
」
と
再
読
に
よ
る
発
見
を
述
べ
て
い

る
。「
土
地
の
記
憶
を
生
き
る
」
と
い
う
題
名
は
作
中
人
物
だ
け
で
は
な
く
、

作
者
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
作
者
の
発
言
を
援
用
す
る
の
が
、
陣
野
俊
史
「
「
そ
の
後
」
の

戦
争
小
説
論
⑦

―
青
来
有
一
『
爆
心
』
と
ポ
ス
ト
原
爆
小
説
」（
「
す
ば
る
」

二
〇
〇
九
・
八
）
で
あ
る
。
陣
野
は
「
土
地
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
」

と
い
う
作
者
の
言
葉
を
借
り
る
よ
う
に
、
「
蜜
」
を
「
爆
心
地
で
は
、
原
爆

の
記
憶
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の
の
、
人
間
は
あ
い
も
か
わ
ら
ず

営
々
と
自
分
の
日
々
を
生
き
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
さ
な
物
語
が
八
月
九

日
午
前
十
一
時
二
分
に
、
ふ
い
に
浮
か
び
上
が
る
」
小
説
と
し
て
読
む
。
そ

し
て
「
『
爆
心
』
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
原
爆
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
爆

心
地
に
住
む
人
々
の
営
み
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
小
説
集

は
爆
心
地
小
説
だ
っ
た
の
だ
」（
傍
点
原
文
）
と
述
べ
、
「
原
爆
の
直
接
的
な

、
、
、
、
、

経
験
か
ら
離
れ
て
い
る
」
「
ポ
ス
ト
原
爆
文
学
」
だ
と
名
付
け
て
い
る
。
論
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の
後
半
に
は
青
来
と
の
対
話
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
青
来
が
語
っ
て
き
た
「
土

地
の
記
憶
」
が
こ
こ
で
も
話
題
に
上
る
が
、
創
作
背
景
に
新
し
く
林
京
子
の

こ
と
が
加
わ
る
。
林
京
子
全
集
の
発
刊
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
林
か
ら
「
自
由
に

書
い
て
か
ま
わ
な
い
の
よ
、
文
学
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
「
『
爆
心
』
を
書
い
て
い
く
な
か
で
、
林
京
子
さ
ん
の
言
葉

に
も
助
け
ら
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
制
約
か
ら
自
由
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
」

と
述
べ
て
い
る
。
初
刊
や
谷
崎
賞
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
青
来
と
林
の
関
係

は
、
そ
の
後
「
愛
撫
、
不
和
、
和
解
、
愛
撫
の
日
々
」
（
「
文
學
界
」
二
〇
一

四
・
三
）
や
「
小
指
が
燃
え
る
」（
「
文
學
界
」
二
〇
一
七
・
一
）
で
の
小
説
化
、

「
原
爆
と
文
学
の
あ
い
だ

―
原
民
喜
、
大
田
洋
子
、
林
京
子
再
読
の
す
す

め
」
（
「
文
學
界
」
二
〇
一
五
・
九
）
で
の
エ
ッ
セ
イ
、
「
い
つ
も
震
え
て
い
る

魂
」（
「
文
學
界
」
二
〇
一
七
・
五
）
と
い
う
追
悼
文
と
、
繰
り
返
し
書
か
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

陣
野
俊
史
は
文
庫
版
『
爆
心
』
の
解
説
も
担
当
し
、
同
様
の
内
容
を
述
べ

て
い
る
。
こ
う
し
た
好
意
的
な
評
が
続
く
中
で
、
作
品
を
批
判
的
に
読
む
の

が
馬
場
徹
で
あ
る
（
「
若
手
作
家
の
描
く
戦
争
と
原
爆

―
古
処
、
田
口
、
青
来

の
作
品
に
つ
い
て

―
」
「
民
主
文
学
」
二
〇
一
〇
・
八
）
。
「
蜜
」
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
が
「
爆
心
」
の
存
在
す
る
街
の
現
在
の
日
常
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に

し
て
も
、
「
蜜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
さ
れ
る
定
型
的
な
世
界
は
、

裏
切
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
語
り
お
さ
め
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
作

品
集
全
体
と
し
て
「
ど
こ
か
作
り
事
を
読
ま
さ
れ
る
印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
い
」

と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
批
判
は
馬
場
が
小
説
に
「
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

い
う
枠
組
み
」
を
読
も
う
と
す
る
こ
と
か
ら
発
し
て
お
り
、
「
政
治
や
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
捨
象
す
る
と
、
原
寸
大
の
人
間
を
ち
い
さ
く
切
り
縮
め
て
、
抽

象
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
も
い
る
。

し
か
し
信
仰
の
あ
り
方
や
語
り
手
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
も
「
政
治
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
」
で
あ
る
か
ら
『
爆
心
』
が
「
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
枠
組
み

か
ら
は
ず
」
れ
た
小
説
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
馬
場
論
に
は
、
目

次
に
お
い
て
「
各
タ
イ
ト
ル
が
時
計
回
り
に
配
さ
れ
て
い
て
、
各
編
を
つ
な

い
で
い
る
の
が
大
き
な
時
間
の
よ
う
で
も
あ
り
、
ま
た
爆
裂
に
よ
っ
て
四
方

に
飛
散
し
た
こ
と
ば
の
よ
う
に
も
見
え
る
」
こ
と
、
「
「
虚
」
は
こ
の
小
説
集

の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
再
読
の
参
考
に
な
る
指

摘
も
見
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
い
く
つ
か
の
先
行
評
を
見
て
き
た
が
、
『
爆
心
』
を
肯
定
的
に

見
る
場
合
で
も
批
判
的
に
と
ら
え
る
場
合
で
も
、
数
篇
を
例
に
挙
げ
て
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
勝
又
は
「
鳥
」「
釘
」「
蜜
」
、
陣
野
は
「
蜜
」「
石
」
、

馬
場
は
「
蜜
」
「
虫
」
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
谷
崎
賞
の
選
評
で
も
、
井
上

が
「
石
」
、
池
澤
が
「
石
」
「
蜜
」
「
貝
」
を
特
に
評
価
す
る
よ
う
に
、
『
爆

心
』
六
篇
の
う
ち
取
り
上
げ
ら
れ
る
作
品
に
は
偏
り
が
あ
る
。
青
来
は
「
「
蜜
」

は
、
『
爆
心
』
の
中
で
は
異
質
で
、
賛
否
両
論
が
あ
る
小
説
で
す
」
と
述
べ

て
い
る
が
（
「
「
そ
の
後
」
の
戦
争
小
説
論
⑦

―
青
来
有
一
『
爆
心
』
と
ポ
ス
ト

原
爆
小
説
」
前
掲
）
、
「
石
」
の
ほ
う
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

畑
中
佳
恵
「
「
原
爆
（
文
学
）
研
究
の
視
角
／
死
角

―
被
爆
の
経
験
と

ど
の
よ
う
に
出
会
い
、
出
会
わ
な
い
か

―
」（
「
原
爆
文
学
研
究
」
六
号
、
二

〇
〇
七
・
一
二
）
で
は
、
「
典
型
的
な
表
象
を
利
用
し
て
原
爆
・
被
爆
と
関
わ

ろ
う
と
す
る
」
作
品
と
し
て
「
石
」
を
挙
げ
る
。
「
石
」
は
「
長
崎
の
浦
上

川
に
転
が
っ
て
い
る
石
の
記
憶
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
時
代
の
殉
教
者

た
ち
の
声
、
原
爆
で
焼
か
れ
て
水
を
求
め
る
被
爆
者
た
ち
の
声
、
と
い
っ
た

ま
さ
に
典
型
的
な
表
象
を
用
い
」
つ
つ
、
そ
の
表
象
を
「
読
者
に
伝
え
る
媒

介
者
（
石
の
記
憶
を
聴
き
と
る
男
）
を
、
一
癖
あ
る
人
物
と
し
て
造
形
し
た
」
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こ
と
で
、
「
典
型
的
な
表
象
と
し
て
の
原
爆
の
記
憶
は
、
過
去
の
出
来
事
に

つ
い
て
の
事
実
ら
し
さ
を
担
う
も
の
か
ら
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ず
ら
し
て
、

読
者
に
届
け
ら
れ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

河
内
重
雄
「
青
来
有
一
「
石
」
論

―
な
ぜ
知
的
障
害
者
を
語
り
手
に
し

た
の
か

―
」（
「
文
学
・
語
学
」
一
九
四
号
、
二
〇
〇
九
・
七
）
は
、
「
知
的
障

害
者
の
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
的
な
記
憶
と
被
爆
者
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
的
な
記
憶
」
の
共
通
性
を
と
ら
え
て
い
る
。

作
者
に
と
っ
て
は
「
鳥
」
が
自
信
作
の
よ
う
だ
。
青
来
有
一
「
作
者
の
こ

と
ば
」（
『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
代
表
作
選
集
二
〇
一
〇
年
版
』
前
掲
）
に
お
い
て
、「
「
鳥
」

は
「
爆
心
」
の
最
後
の
作
品
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
小
説
と
し
て
完
結
は
し
て

い
る
が
、
前
の
五
つ
の
小
説
を
受
け
て
「
爆
心
」
全
体
の
大
団
円
で
も
あ
る
。

作
者
と
し
て
こ
の
作
品
へ
の
思
い
い
れ
も
あ
り
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
脚
本
化

の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
『
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』（
前
掲
）
に
「
鳥
」

19

が
収
録
さ
れ
た
が
、
「
ひ
と
つ
の
小
説
と
し
て
完
結
」
し
て
読
め
る
と
判
断

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
巻
末
の
成
田
龍
一
「
解
説

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の

証
言
と
記
憶
」
で
は
、
「
い
ま
の
不
安
や
そ
の
解
消
と
い
っ
た
日
常
の
な
か

に
、
被
爆
と
い
う
出
来
事
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
描
い
て
」
お
り
、
「
証

言
で
は
な
く
記
憶
に
入
り
ゆ
く
原
爆
体
験
を
ど
の
よ
う
に
語
る
か
と
い
う
こ

と
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
」
と
解
説
さ
れ
る
。

二
〇
〇
九
年
に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
、
二
〇
一
〇
年
に
文
庫
化
、
二
〇
一
一

年
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
収
録
と
『
爆
心
』
が
新
し
い
場
で
読
ま
れ
る
機
会
が
増

え
る
が
、
『
爆
心
』
論
に
も
新
し
い
動
き
が
出
て
く
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
き

た
先
行
評
は
作
者
を
別
に
す
れ
ば
、
『
爆
心
』
全
体
を
広
く
語
る
も
の
や
数

篇
を
例
に
し
て
語
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
六
篇
す
べ
て
を
取
り
上
げ

て
全
体
を
論
じ
る
も
の
が
登
場
し
て
く
る
。
勝
俣
隆
「
青
来
有
一
氏
と
其
の

文
学
」
（
「
国
語
と
教
育
」
三
七
号
、
二
〇
一
二
・
一
二
）
は
、
「
「
釘
」
は
十
字

架
に
象
徴
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
、
「
石
」
は
人
類
の
始
祖
と
し
て
の
ア
ダ
ム
」

を
指
す
こ
と
、
「
原
爆
の
後
で
も
、
「
虫
」
に
象
徴
さ
れ
る
小
さ
な
生
命
は
生

き
残
り
、
「
蜜
」
に
象
徴
さ
れ
る
性
愛
に
よ
り
、
新
た
な
生
命
を
作
り
だ
し

て
い
く
」
こ
と
、
「
「
貝
」
に
象
徴
さ
れ
る
洪
水
伝
説
」
に
よ
る
破
壊
と
復
活

が
あ
る
こ
と
、
「
「
鳥
」
は
、
ノ
ア
に
洪
水
後
に
残
さ
れ
た
土
地
が
あ
る
こ
と

を
教
え
た
「
鳩
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
、
「
宗
教
的
読
み
方
」

を
示
す
。
さ
ら
に
青
来
の
他
作
品
と
の
重
な
り
や
青
来
の
経
歴
か
ら
の
読
み

も
あ
る
。
同
様
の
内
容
が
勝
俣
隆
「
小
説
家
青
来
有
一
の
叙
述
の
特
色
と
、

そ
の
背
後
に
あ
る
も
の
」
（
「
文
体
論
研
究
」
六
二
号
、
二
〇
一
六
・
三
）
に
書

か
れ
て
い
る
。

楠
田
剛
士
「
青
来
有
一
『
爆
心
』
の
家
と
人
と

―
離
れ
・
ゆ
る
み
・
軋

み
・
崩
れ
、
あ
る
い
は
連
結
と
リ
フ
ォ
ー
ム
」（
「
国
語
と
教
育
」
三
七
号
、
二

〇
一
二
・
一
二
）
で
は
、
第
一
作
の
「
釘
」
か
ら
抽
出
さ
れ
る
「
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
不
倫
、
セ
ッ
ク
ス
、
家
族
の
死
、
被
爆
体
験
、
先
祖
、

信
仰
、
猜
疑
心
」
の
問
題
が
、
家
屋
の
表
象
と
結
び
付
き
な
が
ら
「
石
」「
虫
」

「
蜜
」
「
貝
」
「
鳥
」
の
順
に
深
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
、
「
『
爆
心
』

は
、
関
係
の
離
れ
、
ゆ
る
み
、
軋
み
、
崩
れ
に
直
面
し
、
連
結
の
あ
り
か
た

を
問
い
直
し
、
連
結
関
係
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
新
し
く
生
き
直
し
て
い
く

人
間
の
姿
を
描
く
」
小
説
だ
と
ま
と
め
る
。

新
し
い
動
き
の
二
つ
目
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
続
く
、
映
画
や
翻
訳
で
あ
る
。

映
画
『
爆
心

長
崎
の
空
』
を
監
督
し
た
日
向
寺
太
郎
は
、
「
小
説
に
拮
抗

す
る
映
画
を
」（
「
文
学
」
二
〇
一
四
・
一
一
‐
一
二
）
で
制
作
背
景
を
語
っ
て

い
る
。
読
後
に
心
に
残
っ
た
「
身
近
な
人
を
喪
っ
た
者
同
士
が
心
を
通
い
合
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せ
る
「
貝
」
、
長
崎
の
戦
後
六
十
年
を
象
徴
し
て
い
る
「
鳥
」
」
の
「
二
編
を

中
心
に
し
て
物
語
を
構
築
」
す
る
こ
と
を
考
え
、
「
娘
を
喪
っ
た
「
貝
」
の

夫
婦
を
、「
鳥
」
の
初
老
の
夫
婦
の
子
供
に
す
る
」
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
び
、

「
原
作
に
は
登
場
し
な
い
若
い
女
性
を
入
れ
、
三
世
代
の
女
性
の
話
」
に
し

た
と
い
う
。
実
際
の
映
画
で
は
「
貝
」「
鳥
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、「
釘
」「
蜜
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
深
ま
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
「
貝
」
は
先
行
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

極
端
に
少
な
い
の
で
、
映
画
原
作
と
し
て
読
む
こ
と
は
一
つ
の
着
眼
で
あ
る
。

な
お
、
映
画
化
に
あ
た
っ
て
青
来
は
「
映
画
と
小
説
は
別
物
で
す
か
ら
、
ど

う
ぞ
自
由
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
と
あ
る
が
、
林
京
子
が
青
来
に

「
自
由
に
書
い
て
か
ま
わ
な
い
の
よ
」
と
語
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
（
「
「
そ

の
後
」
の
戦
争
小
説
論
⑦

―
青
来
有
一
『
爆
心
』
と
ポ
ス
ト
原
爆
小
説
」
前
掲
）
。

『
爆
心
』
の
英
訳
版
で
あ
るG

R
O

U
N

D
Z

E
R

O
,N

A
G

A
SA

K
I

は
二
〇
一
五

年
に
刊
行
さ
れ
た
。
単
行
本
カ
バ
ー
そ
で
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
紹
介
で
は

「S
et

in
contem

porary
N

agasaki,
the

six
short

stories
in

this
collection

draw
a

chilling
portrait

of
the

ongoing
traum

a
that

follow
ed

the

detonation
of

the
atom

ic
bom

b.

」
と
、
現
代
の
長
崎
を
舞
台
に
被
爆
か
ら

現
在
も
続
く
ト
ラ
ウ
マ
を
描
く
作
品
集
と
紹
介
し
、
以
下
「
鳥
」「
虫
」「
釘
」

を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
裏
表
紙
に
は
大
学
教
授
や
作
家
に
よ
る
短
評
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ゲ

ッ
セ
ル
（
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
）
は
「G

round
Zero,

N
agasaki

represents

som
e

of
the

best
literary

fiction
that

is
being

produced
in

Japan
today.

It
should

gain
an

appreciative
audience

am
ong

those
w

ho
enjoy

m
oving,

inform
ative

w
riting.

」
と
最
も
優
れ
た
日
本
の
現
代
小
説
と
絶
賛

す
る
。
後
に
ゲ
ッ
セ
ル
は
青
来
と
会
っ
て
お
り
、
翻
訳
が
好
評
だ
と
伝
え
て

い
る
（
遠
藤
周
作
文
学
館
企
画
『
『
沈
黙
』
刊
行

年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

50

全
記
録

遠
藤
周
作
と
『
沈
黙
』
を
語
る
』
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
七
・
一
）
。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
（
ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
）
も
「A

m
oving

docum
ent

of
the

atom
ic

experience
and

one
that

suggests
the

w
ays

it

still
affects

Japan.

」
と
感
動
的
な
作
品
だ
と
評
す
る
。

ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
（
作
家
）
は
「C

linging
to

their
proud

faith
through

delusion
and

m
adness,

the
m

odern
heirs

of
Japan's

seventeenth-century

C
hristian

m
artyrs

couple,
insect-like,in

the
presence

of
O

ur
L

ady
as

N
agasaki

observes
the

anniversary
of

the
atom

ic
bom

bing.
P
aul

W
arham

's
beautiful

translations
bring

us
into

Seirai
Y

uichi's
unique

w
orld.

」
と
書
き
、
『
爆
心
』
に
登
場
す
る
信
仰
者
た
ち
を
「insect-like

」

と
表
現
す
る
。
短
篇
「
虫
」
に
描
か
れ
る
人
物
イ
メ
ー
ジ
を
『
爆
心
』
全
体

に
広
げ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
ル
ー
ビ
ン
に
よ
る
日
本
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

（T
he

P
enguin

B
ook

of
Japanese

Short
Stories,2018

）
に
青
来
の
「
虫
」

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
虫
」
は
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
ル
ー
ビ
ン
の
選
集
か
ら
「
虫
」
の
新
た
な
読
者
に
な
っ
た
の
が
村
上

春
樹
で
あ
る
。
村
上
は
選
集
の
日
本
語
版
『
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
が
選
ん

だ
日
本
の
名
短
篇

』
（
前
掲
）
の
「
序
文

切
腹
か
ら
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
ま

29

で
」
に
お
い
て
、
「
歴
史
と
い
う
も
の
は
我
々
の
社
会
に
と
っ
て
の
貴
重
な

集
合
的
記
憶
で
あ
り
、
誰
か
が
語
り
継
い
で
行
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
い
つ

か
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
誰
か
の
手
で
都
合
よ
く
書
き
換

え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
作
者
は
こ
こ
で
は
微
小
な
虫
と
い
う
視
点

を
得
て
、
人
と
神
と
の
切
実
な
せ
め
ぎ
合
い

―
語
り
手
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、

江
戸
時
代
の
隠
れ
切
支
丹
の
末
裔
だ

―
に
迫
る
。
九
州
弁
を
し
ゃ
べ
る
ウ

マ
オ
イ
の
姿
が
印
象
的
だ
」
と
書
き
継
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
る
が
、
ど
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の
よ
う
に
小
説
を
読
み
継
ぐ
か
、
再
読
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
な
る

だ
ろ
う
。

三
つ
目
の
動
き
は
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

『
爆
心
』
は
二
〇
一
一
年
以
前
に
書
か
れ
た
が
、
震
災
後
は
原
発
事
故
と
関

連
づ
け
る
こ
と
が
出
て
き
た
。
陣
野
俊
史
は
「
す
ば
る
」
に
掲
載
し
た
『
爆

心
』
論
を
『
戦
争
へ
、
文
学
へ

―
「
そ
の
後
」
の
戦
争
小
説
論
』
（
集
英

社
、
二
〇
一
一
・
六
）
に
収
録
す
る
が
、
震
災
直
後
に
書
か
れ
た
「
終
わ
り

に
」
で
は
核
に
対
す
る
認
識
が
「
根
本
的
な
変
更
を
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
、
『
爆
心
』
の
読
み
も
変
化
し
う
る
こ
と
を
示
す
。
さ

き
ほ
ど
見
た
映
画
で
も
、
日
向
寺
は
「
も
う
少
し
で
脚
本
第
一
稿
が
で
き
上

が
る
と
い
う
時
」
に
震
災
が
起
こ
り
「
今
、
『
爆
心
』
を
撮
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
た
り
、
「
内
容
か
ら
言
っ
て
も
こ
の
映
画
の
一

部
を
福
島
で
撮
影
す
る
意
味
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
り
し
た
と
い
う
（
「
小

説
に
拮
抗
す
る
映
画
を
」
）
。
ル
ー
ビ
ン
の
選
集
も
、
英
語
版
は
「
当
初
は
年

代
順
に
短
編
を
並
べ
よ
う
と
考
え
た
」
が
「

・

の
震
災
を
考
慮
し
て
選

3

11

ぶ
作
品
を
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
「
日
本
版
の
あ
と
が

き
」
）
。
「
虫
」
が
初
め
か
ら
選
定
さ
れ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
「
災
厄

天
災
及
び
人
災
」（D

isasters,N
atural

and
M

an-M
ade

）
の
章
に
入
る
こ
と

で
震
災
と
の
関
係
は
強
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
動
向
と
と
も
に
、
近
年
で
も
個
々
の
短
篇
が
再
読
さ
れ

て
い
る
。
松
田
繁
郎
「
青
来
有
一
「
爆
心
」
再
考

―
死
者
と
未
生
の
人
々

へ
の
語
り
か
け
」
（
「
民
主
文
学
」
二
〇
一
七
・
八
）
は
、
「
釘
」
「
虫
」
「
鳥
」

の
三
篇
の
み
を
取
り
上
げ
、
「
最
近
の
作
品
に
あ
る
難
解
さ
よ
り
は
、
何
者

か
に
静
か
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
文
体
が
意
図
的
に
採
用
さ
れ
て
」
お
り
、

「
青
来
文
学
を
「
死
者
へ
の
語
り
か
け
」
「
未
生
の
人
々
へ
の
語
り
か
け
」

と
し
て
読
」
も
う
と
す
る
。
青
来
の
い
く
つ
か
の
著
作
を
参
照
し
て
い
る
が
、

青
来
以
外
の
先
行
評
へ
の
言
及
は
な
い
。

野
坂
昭
雄
「
性
愛
」
（
川
口
隆
行
編
著
『
〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
青
弓

社
、
二
〇
一
七
・
九
）
は
、
「
石
」
「
蜜
」
を
取
り
上
げ
る
。
『
爆
心
』
の
性
表

現
は
先
行
評
で
も
話
題
に
上
が
っ
て
き
た
が
、「
石
」
に
お
い
て
「
性
愛
は
、

こ
こ
で
逆
説
的
と
も
い
え
る
形
で
核
と
結
び
付
け
ら
れ
」
、
「
個
人
的
な
性
的

満
足
と
核
戦
争
と
が
直
結
す
る
点
で
、
セ
カ
イ
系
と
呼
ば
れ
る
物
語
の
構
造

に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
」
る
と
指
摘
し
、
「
蜜
」
は
「
性
愛
が
人
間
に
と
っ

て
消
し
難
く
押
さ
れ
た
烙
印
で
あ
る
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
て
、
こ
の
作
品

で
も
原
爆
と
性
愛
は
奇
妙
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、「
青
来
は
、

被
爆
者
が
身
体
的
な
理
由
で
性
愛
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
は
別
の

位
相
で
、
原
爆
の
前
で
は
個
人
的
な
性
愛
は
不
謹
慎
な
行
為
で
あ
る
と
い
う

発
想
自
体
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。

今
後
も
こ
う
し
た
個
別
の
短
篇
の
再
読
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
ト
ー
タ

ル
な
『
爆
心
』
論
、
ト
ー
タ
ル
な
青
来
文
学
論
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

木
村
朗
子
は
『
そ
の
後
の
震
災
後
文
学
論
』（
青
土
社
、
二
〇
一
八
・
一
）
で
、

「
小
指
が
燃
え
る
」
を
例
に
し
て
、
原
爆
小
説
の
作
家
が
林
京
子
か
ら
青
来

有
一
に
引
き
継
が
れ
た
と
述
べ
る
。『
爆
心
』
へ
の
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、

「
青
来
有
一
の
小
説
の
方
法
は
、
過
去
に
語
ら
れ
た
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
描
い

た
小
説
を
下
敷
き
に
し
て
、
そ
こ
に
長
崎
の
土
地
の
記
憶
を
上
書
き
す
る
よ

う
な
か
た
ち
で
重
ね
て
い
く
も
の
だ
」
と
い
う
指
摘
は
『
爆
心
』
に
も
通
じ

る
だ
ろ
う
。
『
爆
心
』
以
降
も
長
崎
の
土
地
の
記
憶
に
関
す
る
小
説
を
書
き

続
け
て
い
る
青
来
だ
が
、『
爆
心
』
が
代
表
作
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

今
後
も
青
来
の
小
説
を
検
討
す
る
と
き
『
爆
心
』
と
何
が
共
通
し
、
何
が
異

な
る
の
か
は
常
に
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。


